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プ(G)学生 5～6 人。＜1 回目＞学習方法の説明。各 G に
は発熱もしくは呼吸困難の事例を割り当てた。＜2 回目＞
PBL 学習。＜3 回目＞PBL 学習後、事例に対応したシミ
ュレーションを検討。＜4 回目＞高性能シミュレータで事
例を再現。学生 2 人が 8 分間で患者の状況を把握し、症
状緩和を行う。その後、リーダー看護師(教員)に 2 分間で
SBAR にならい報告。録画 DVD 視聴後、演示 4G に対し、
同僚評価4Gがデブリーフィングシートで評価内容を発表
する。その後、全体で質疑応答を行う。2．研究対象：A
大学看護学科 2 年生 95 名。3．研究期間：2017 年 5 月～
8 月。4．分析対象：1)学生の PBL 自己評価表(十分にで
きた 5 点～不十分だった 1 点の 5 件法計 20 項目)、ST 評






【結果】研究参加者は 93 名。PBL 評価(表１)の各項目の






























   
表 2．シミュレーション   表 3 頻出語 150 













































































































抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
患者 217 症状 33
考える 145 ケア 32
看護 121 知識 32
技術 91 応じる 30
必要 75 感じる 30
状況 62 観察 30
訴え 41 提供 29
大切 41 優先 29
行う 38 適用 28
状態 37 判断 28
重要 34 情報 26
対応 34 把握 25
出来る 33
O−4
